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【令和５(2023)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

〇 A＋ 期待以上の成果があった 

 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、多孔性配位高分子（PCP）の新規な構造制御、機能開発を内容とするものである。具体的

には、動的 PCPの界面応答や接合界面の評価、空間ドメインの融合化、機能的連携 Flow のマルチスケ

ールモデリングを計画しており、PCP を多孔性材料としてのみみなす他の研究と一線を画すものであ

る。 

 

（意見等） 

 多孔性配位高分子錯体 PCP で形成される配位空間に動的機能、固溶化特性、界面機能等を組み込ん

で、ゲスト分子に関して高次元の応答をする「適応性空間」まで発展させる研究プロジェクトを進め、

国際的な学術雑誌に掲載される画期的な研究成果を数多く生み出している。動的機能に関してはバタ

フライ型動的分子を組み込んだ PCPにより、アルゴン、酸素、エチレン、エタンなどの混合ガスの効率

的分離や、軽水と重水の分離などの初めての精密分離を達成した。固溶化特性に関しては、実用的なア

セチレンガスの安全性の高い貯蔵材料開発へ展開した。界面機能に関しては、新しい構造設計により、

電気化学的にゲスト分子に応答するπ共役型二次元レイヤーPCPを多様化することに成功している。そ

の他にも、高分子複合ケージを用いたソフト及び液状多孔体の開発や、伝導性機能の付与など、革新的

な成果が得られている。当初予見していなかった研究成果としては、PCPナノ結晶と酸化物ナノアレイ

薄膜の組合せでニトロ化合物センサを実現し、ヘテロ材料への展開の方向性を打ち出している。以上の

ように、新しい研究領域を先導しており、期待以上の成果があったと判断する。 

 

 


